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〔
判
示
事
項
〕

　

公
開
買
付
け
が
開
始
さ
れ
、
公
開
買
付
者
に
よ
る
経
営
支
配
権
取

得
の
可
能
性
が
現
に
生
じ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
措
置
と
し
て
新
株
予

約
権
無
償
割
当
て
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
対
応
方
針
の
導

入
お
よ
び
当
該
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
普

通
決
議
に
諮
り
、
い
ず
れ
か
が
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
当
該
新
株
予
約

権
無
償
割
当
て
を
中
止
す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
き
は
、
公
開
買
付
け

の
是
非
に
つ
い
て
、
会
社
の
利
益
の
帰
属
主
体
で
あ
る
株
主
自
身
に

判
断
さ
せ
る
た
め
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

公
開
買
付
け
に
よ
る
買
収
に
対
す
る
対
抗
手
段
の
発
動
が
必
要
か

否
か
の
判
断
は
、
現
経
営
陣
と
買
収
者
側
の
い
ず
れ
に
経
営
を
委
ね

る
べ
き
か
と
い
う
株
主
の
判
断
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
株
主
総
会
の

場
で
、
株
主
の
多
数
が
、
対
抗
手
段
の
発
動
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
は
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
必
ず
し
も
特
別
決
議
の
要
件
を
超
え
る
多
数
の

富
士
興
産
新
株
予
約
権
無
償
割
当
差
止
請
求
抗
告
事
件

〔
商
法　

六
三
五
〕

︵
東
京
高
決
令
和
三
年
八
月
一
〇
日

令
和
三
ヨ
第
二
〇
〇
八
九
号
新
株
予
約
権
無
償
割
当
差
止
仮
処
分
命
令
申
立
事
件

︵
確
定
）

金
融
・
商
事
判
例
一
六
三
〇
号
一
六
頁
、
資
料
版
商
事
法
務
四
五
〇
号
一
四
三
頁
、

商
事
法
務
別
冊
四
七
〇
号
二
四
〇
頁

）

判
例
研
究
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株
主
の
賛
成
を
得
る
必
要
性
は
な
い
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
二
四
七
条

〔
事
　
実
〕

　

Ｙ
社
︵
債
務
者
、
相
手
方
）
は
、
石
油
類
等
の
精
製
加
工
等
を
目

的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
、
東
京
証
券
取
引
所
市
場
第
一
部
上
場

の
取
締
役
会
設
置
会
社
で
あ
る
。

　

Ｘ
︵
債
権
者
、
抗
告
人
）
お
よ
び
Ａ
︵
訴
外
。
以
下
両
者
を
「
Ｘ

ら
」）
は
、
日
本
の
上
場
株
式
へ
の
投
資
等
を
目
的
と
す
る
フ
ァ
ン

ド
で
あ
る
。

　

Ｘ
ら
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
投
資
運
用
会
社
Ｂ
キ
ャ
ピ
タ
ル
︵
訴

外
、
以
下
「
Ｂ
」）
と
の
間
で
、
投
資
一
任
契
約
を
締
結
し
た
令
和

二
年
八
月
七
日
以
降
、
Ｂ
名
義
で
Ｙ
社
株
式
の
取
得
を
開
始
し
た
。

Ｂ
は
、
株
式
取
得
開
始
前
後
か
ら
Ｙ
社
と
面
談
し
、
同
年
一
一
月
二

六
日
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
バ
イ
ア
ウ
ト
︵
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
に
よ
り
非

公
開
化
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
が
、
Ｙ
社
は
こ

れ
を
断
っ
た
。

　

Ｘ
ら
は
、
令
和
三
年
四
月
二
八
日
、
Ｙ
社
株
式
の
公
開
買
付
け

︵
以
下
「
本
件
公
開
買
付
け
」）
を
行
う
旨
、
買
付
期
間
を
同
日
か
ら

同
年
六
月
一
四
日
ま
で
と
し
、
買
付
予
定
数
の
上
限
は
設
定
せ
ず
、

下
限
を
公
開
買
付
け
成
立
後
の
Ｘ
ら
の
株
券
等
所
有
割
合
が
四
〇
％

と
な
る
株
式
数
と
設
定
す
る
旨
の
公
開
買
付
届
出
書
を
財
務
局
に
提

出
し
た
。
同
届
出
書
で
、
Ｂ
は
、
本
件
公
開
買
付
け
成
立
後
Ｙ
社
の

株
式
全
て
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
全
て
の
株
式
を
所
有

す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
株
式
併
合
等
の
実
施
を
要
請
し
、
株
式
併
合

に
よ
り
端
数
と
な
る
株
式
の
買
取
価
格
は
本
件
公
開
買
付
け
に
係
る

買
付
価
格
と
同
一
の
水
準
と
な
る
よ
う
設
定
す
る
こ
と
、
Ｙ
社
の
経

営
は
引
き
続
き
現
経
営
陣
に
委
ね
、
現
経
営
陣
が
今
後
策
定
す
る
経

営
計
画
を
支
持
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
と
異
な
る
独
自
の
経
営
方

針
ま
た
は
計
画
は
有
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
。

　

Ｙ
社
は
、
同
年
五
月
七
日
、
独
立
委
員
会
を
設
置
し
た
。
同
月
一

七
日
、
本
件
公
開
買
付
け
に
対
す
る
意
見
表
明
報
告
書
を
提
出
し
た
。

同
報
告
書
に
は
Ｘ
ら
へ
の
質
問
事
項
を
記
載
し
た
が
、
Ｘ
ら
か
ら
の

回
答
は
、
具
体
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

Ｙ
社
は
、
同
月
二
四
日
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
不
適
切
な
者
に

よ
っ
て
Ｙ
社
の
財
務
お
よ
び
事
業
の
方
針
の
決
定
が
支
配
さ
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
本
件
公
開
買
付
け
へ
の
対

応
方
針
︵
以
下
「
本
件
対
応
方
針
」）
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
議
し
、

そ
の
旨
を
公
表
し
た
。

　

Ｙ
社
は
、
同
月
二
八
日
、
同
日
付
の
書
簡
に
よ
り
、
同
年
六
月
九

日
正
午
を
期
限
と
し
て
本
件
公
開
買
付
け
の
終
了
日
を
少
な
く
と
も

同
月
二
五
日
︵
定
時
株
主
総
会
開
催
予
定
日
の
翌
日
）
ま
で
延
長
す
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る
こ
と
を
要
請
し
た
。
Ｙ
社
は
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
本
件
公
開

買
付
け
に
対
し
て
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
、
本
件
対
応
方
針

に
基
づ
く
対
抗
措
置
︵
以
下
「
本
件
対
抗
措
置
」）
の
発
動
に
つ
い

て
株
主
意
思
確
認
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
議
し
、
そ
の
旨

を
公
表
し
た
。

　

Ｘ
ら
は
、
同
年
六
月
八
日
、
終
了
日
の
延
長
申
請
を
拒
絶
す
る
旨

の
回
答
書
を
送
付
し
た
。

　

Ｙ
社
は
、
同
月
一
一
日
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
本
件
対
応
方
針

に
従
い
新
株
予
約
権
の
無
償
割
当
て
︵
以
下
「
本
件
新
株
予
約
権
無

償
割
当
て
」）
を
行
う
こ
と
、
お
よ
び
、
同
月
二
四
日
開
催
の
定
時

株
主
総
会
で
、
①
本
件
対
応
方
針
の
導
入
お
よ
び
②
本
件
新
株
予
約

権
無
償
割
当
て
に
つ
い
て
普
通
決
議
に
よ
る
承
認
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
、
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
を
中
止
す
る
こ
と
を
決
議
し
、

そ
の
旨
を
公
表
し
た
。
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
は
、
そ
の
効

力
発
生
日
を
同
年
八
月
三
一
日
と
し
、
ま
た
、
取
締
役
会
決
議
に
基

づ
き
、
権
利
行
使
期
間
開
始
日
よ
り
前
で
あ
る
同
年
九
月
一
日
に
Ｙ

社
が
新
株
予
約
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
Ｙ
社
株
式
を
そ
の
対
価

と
す
る
こ
と
、
た
だ
し
非
適
格
者
に
指
定
さ
れ
て
い
る
Ｘ
ら
に
は
新

株
予
約
権
を
そ
の
対
価
と
す
る
こ
と
︵
差
別
的
取
得
条
項
）
な
ど
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｘ
は
、
裁
判
所
に
、
手
続
中
の
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
を

仮
に
差
し
止
め
る
申
立
て
を
し
た
。

　

同
年
六
月
二
四
日
開
催
の
株
主
総
会
で
は
、
本
件
新
株
予
約
権
無

償
割
当
て
の
承
認
を
求
め
る
議
案
は
、
議
決
権
行
使
総
数
の
過
半
数

を
超
え
る
六
六
％
の
賛
成
を
得
て
可
決
さ
れ
た
。

　

原
決
定
︵
東
京
地
決
令
和
三
年
六
月
二
三
日
・
金
融
・
商
事
判
例

一
六
三
〇
号
二
三
頁
）
は
、
Ｘ
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。
不
公
正
該

当
性
に
つ
い
て
は
、︵
ア
）
Ｙ
社
取
締
役
と
Ｘ
ら
と
の
間
の
争
い
は
、

実
質
的
に
は
Ｙ
社
株
式
の
非
公
開
化
の
是
非
で
あ
っ
た
こ
と
、︵
イ
）

Ｙ
社
取
締
役
会
に
よ
る
本
件
対
応
方
針
の
導
入
と
本
件
新
株
予
約
権

無
償
割
当
て
の
決
定
は
、
Ｘ
ら
に
情
報
提
供
を
求
め
、
株
主
に
熟
慮

の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、︵
ウ
）
Ｘ
ら
に
は
、
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
に
よ
る
不

利
益
を
免
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
、︵
エ
）
本
件
対
応
方
針
の
導
入

お
よ
び
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
株

主
の
承
認
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
の
撤

回
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
取
締
役
会
が
、
会
社
の
利
益
ひ
い
て

は
株
主
の
共
同
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て

株
主
自
身
に
判
断
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、︵
オ
）

本
件
公
開
買
付
け
に
強
圧
性
の
問
題
が
全
く
生
じ
な
い
と
は
い
え
な

い
こ
と
、
な
ど
の
事
情
を
挙
げ
て
、「
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当

て
は
、
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
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た
。
ま
た
、
株
主
平
等
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
右
︵
イ
）

︵
ウ
）︵
エ
）︵
オ
）
の
諸
点
に
鑑
み
る
と
、「
本
件
新
株
予
約
権
無
償

割
当
て
が
、
衡
平
の
理
念
に
反
し
、
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
は
認
め

ら
れ
」
ず
、
し
た
が
っ
て
、「
株
主
平
等
の
原
則
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
で
は
な
」
い
と
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕
Ｘ
の
抗
告
棄
却

　
「
当
裁
判
所
も
、
Ｘ
の
本
件
公
開
買
付
け
に
対
し
て
、
Ｙ
社
に
は

買
収
防
衛
策
を
導
入
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
買
収
防
衛
策
の
手

段
と
し
て
の
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
は
、
株
主
平
等
原
則
に

違
反
す
る
と
も
、
あ
る
い
は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
も
の
と

も
い
え
な
い
と
判
断
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
原
決
定
の
「
理
由
」
中

の
第
3
の
2
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。」

不
公
正
該
当
性
に
つ
い
て

　
「
会
社
法
2 

4 

7
条
2
号
に
い
う
「
当
該
新
株
予
約
権
の
発
行
が

著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
」
と
は
、
経
営
支
配

権
の
維
持
又
は
争
奪
な
ど
の
不
当
な
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て

新
株
予
約
権
の
発
行
が
さ
れ
る
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
と
解
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
新
株
予
約
権
の
発
行
に
つ
い
て
複
数
の
目
的
が
併
存
し
て

い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
主
要
な
目
的
に
よ
り
新
株
発
行

の
公
正
性
を
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て

は
、
本
件
公
開
買
付
け
が
開
始
さ
れ
、
Ｘ
に
よ
る
Ｙ
社
の
経
営
支
配

権
取
得
の
可
能
性
が
現
に
生
じ
た
た
め
に
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
執
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
も
の
の
、
原
決
定
の
判
示
の
と
お
り
、
Ｙ

社
の
取
締
役
等
又
は
こ
れ
を
支
持
す
る
特
定
の
株
主
の
経
営
支
配
権

を
維
持
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
さ
れ
た
も
の
と
推
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
、
Ｙ
社
は
、
本
件
対
応
方
針
の
導
入
及
び

本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
の
承
認
に
つ
い
て
、
本
件
株
主
総
会

の
普
通
決
議
に
諮
り
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

に
は
本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
を
中
止
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ

と
…
…
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
公
開
買
付
け
の
是
非
に
つ
い
て
、
会
社

の
利
益
の
帰
属
主
体
で
あ
る
株
主
自
身
に
判
断
さ
せ
る
た
め
の
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」

株
主
総
会
決
議
の
要
件
に
つ
い
て

　
「
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
決
議
要
件

と
し
て
特
別
決
議
を
要
す
る
も
の
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
19
年

最
決
〈
最
決
平
成
一
九
年
八
月
七
日
・
民
集
六
一
巻
五
号
二
二
一
五

頁
〉
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
た
会
社
に
お
い
て
、
定
款
で
特
別
決
議

を
要
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
関
係
の
下
に
お
け

る
判
断
で
あ
り
、
買
収
防
衛
策
と
し
て
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
を
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行
う
場
合
に
、
常
に
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
と
解
す
べ
き

合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
公
開
買
付
け

に
よ
る
買
収
に
対
す
る
対
抗
手
段
の
発
動
が
必
要
か
否
か
の
判
断
は
、

現
経
営
陣
と
買
収
者
側
の
い
ず
れ
に
経
営
を
委
ね
る
べ
き
か
と
い
う

株
主
の
経
営
判
断
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
買
収
提
案
の
具
体
的
内
容

や
、
買
収
者
側
と
現
経
営
陣
と
の
交
渉
経
過
等
も
明
ら
か
に
さ
れ
、

株
主
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
株
主
総
会
の
場
で
、
会

社
の
利
益
の
帰
属
主
体
で
あ
る
株
主
の
多
数
が
、
当
該
買
収
に
対
し

て
対
抗
手
段
の
発
動
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

判
断
は
合
理
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
必

ず
し
も
特
別
決
議
の
要
件
を
超
え
る
多
数
の
株
主
の
賛
成
を
得
る
必

要
性
は
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
…
…
Ｙ
社
が
株
主
総
会

の
普
通
決
議
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
に
も
合
理
性
が
あ
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。」

〔
研
　
究
〕

一　

本
件
は
、
有
事
導
入
・
有
事
発
動
の
買
収
防
衛
策
と
し
て
の
新

株
予
約
権
無
償
割
当
て
に
つ
い
て
差
止
仮
処
分
の
申
立
て
が
さ
れ
、

申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
や
は
り
有
事
導
入
・
有
事
発

動
の
買
収
防
衛
策
と
し
て
の
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
が
認
め
ら
れ

た
著
名
な
事
件
と
し
て
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
︵
前
掲
・
最
決

平
成
一
九
年
八
月
七
日
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
事
件
で
は
、
新
株

予
約
権
無
償
割
当
て
は
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
株
主
総
会
特
別
決
議

を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
株
主
総
会
の

権
限
︵
会
社
法
二
九
五
条
二
項
）
に
お
い
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
事
件
に
お
け
る
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
の
ス
キ
ー
ム
は
手
続
と
し
て

は
最
高
度
に
手
堅
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の
会
社
に
と
っ
て
、

同
様
の
状
況
に
直
面
し
た
と
し
て
も
同
じ
ス
キ
ー
ム
を
採
用
し
て
実

施
す
る
こ
と
は
困
難
と
み
ら
れ
、
現
実
的
な
も
の
と
は
い
い
難
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
有
事
導
入
・
有
事
発
動
の
買
収
防
衛
策
と
し
て
の

新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な

手
続
を
経
た
も
の
で
あ
れ
ば
許
容
さ
れ
る
の
か
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

本
事
件
の
判
断
は
、
こ
の
点
に
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

本
件
の
ス
キ
ー
ム
は
、
公
開
買
付
け
開
始
後
に
、
こ
れ
に
対
す
る

対
応
方
針
の
導
入
お
よ
び
対
抗
措
置
の
発
動
と
し
て
の
新
株
予
約
権

無
償
割
当
て
を
、
独
立
委
員
会
の
勧
告
を
得
た
取
締
役
会
が
、
そ
の

決
議
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
来
た
る
株
主
総
会
に
お
い
て
、

導
入
お
よ
び
発
動
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
株
主
の
承
認
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
、
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
を
撤
回
す
る
こ
と
を
予
定
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
株
主
の
承
認
を
諮
る
場
は
定
時
株
主
総
会

で
あ
る
か
ら
、
法
定
の
招
集
手
続
に
応
じ
て
集
ま
っ
た
株
主
の
会
議
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に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
決
議
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
勧
告
的
決

議
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
決
議
は
普
通
決
議
の
要
件

を
充
た
せ
ば
よ
い
と
さ
れ
た
。
本
決
定
は
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ

れ
そ
の
承
認
が
あ
っ
た
後
の
判
断
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
決
定
は

承
認
決
議
未
了
︵
定
時
株
主
総
会
開
催
前
）
の
時
点
で
の
判
断
で
あ

り
、
原
決
定
に
も
独
自
の
意
義
が
あ
る
︵
太
田
洋
「
判
批
」
商
事
法

務
二
二
七
五
号
︵
令
和
三
年
）
四
〇
～
四
一
頁
）。

　

一
方
、
同
じ
く
有
事
導
入
・
有
事
発
動
の
買
収
防
衛
策
と
し
て
の

新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
が
問
題
と
な
っ
た
東
京
高
決
令
和
三
年
四

月
二
三
日
・
資
料
版
商
事
法
務
四
四
六
号
一
三
〇
頁
︵
日
本
ア
ジ
ア

グ
ル
ー
プ
事
件
）
で
は
、
差
止
仮
処
分
が
認
め
ら
れ
た
。
両
事
件
で

結
論
が
分
か
れ
た
の
は
、
日
本
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、

導
入
・
発
動
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
︵
弥
永
真
生

「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
六
二
号
︵
令
和
三
年
）
三
頁
、
太
田
・

前
掲
四
四
頁
、
村
田
敏
一
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
六
五
号

︵
令
和
四
年
）
八
三
頁
）。

二　

前
述
の
よ
う
に
、
本
決
定
は
、
本
件
対
応
方
針
の
導
入
お
よ
び

本
件
新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
の
承
認
に
係
る
株
主
総
会
の
決
議

︵
以
下
「
本
件
決
議
」）
は
、
勧
告
的
決
議
か
つ
普
通
決
議
で
よ
い
と

し
た
︵
村
田
・
前
掲
八
四
頁
）。
買
収
者
側
へ
の
手
続
保
障
と
株
主

へ
の
情
報
提
供
の
観
点
か
ら
、
会
議
の
場
に
お
い
て
諮
ら
れ
る
こ
と

を
必
要
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
決
議
要
件
に
つ
い
て
本
決
定

は
、
特
別
決
議
を
要
し
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て
、
新
株
予
約
権
無

償
割
当
て
は
、
法
律
上
、
決
議
要
件
と
し
て
特
別
決
議
を
要
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
ほ
か
、「
い
ず
れ
に
経
営
を

委
ね
る
べ
き
か
と
い
う
株
主
の
経
営
判
断
の
問
題
で
あ
る
か
ら
」
と

す
る
。
学
説
で
は
、
普
通
決
議
で
よ
い
と
す
る
も
の
と
、
特
別
決
議

を
指
向
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
普
通
決
議
で
よ
い
と
す
る
学
説

は
、
取
締
役
の
選
任
や
支
配
株
主
の
異
動
を
伴
う
募
集
株
式
の
発
行

等
な
ど
の
決
議
要
件
︵
会
社
法
三
四
一
条
、
二
〇
六
条
の
二
、
二
四

四
条
の
二
）
を
挙
げ
、
支
配
権
移
転
に
関
す
る
判
断
と
、
現
経
営

陣
・
買
収
者
側
の
提
案
す
る
候
補
者
の
選
択
の
問
題
と
は
、
同
レ
ベ

ル
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
︵
飯
田
秀
総
「
買
収
防
衛
策
の
有
事
導
入

の
理
論
的
検
討
―
―
公
開
買
付
け
の
強
圧
性
へ
の
対
処
―
―
」
商
事

法
務
二
二
四
四
号
︵
令
和
二
年
）
一
〇
頁
〔
買
収
防
衛
策
の
有
事
導

入
に
要
す
る
決
議
に
つ
い
て
〕、
武
田
典
浩
「
判
批
」
税
務
事
例
五

四
巻
八
号
︵
令
和
四
年
）
一
〇
九
頁
）。
ま
た
、
特
別
決
議
を
必
要

と
す
る
と
少
数
派
の
賛
同
し
か
得
て
い
な
い
支
配
権
取
得
が
実
現
し

て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
︵
田
中
亘
「
防
衛
策

と
買
収
法
制
の
将
来
〔
上
〕
―
―
東
京
機
械
製
作
所
事
件
の
法
的
検

討
―
―
」
商
事
法
務
二
二
八
六
号
︵
令
和
四
年
）
一
四
頁
注
三
五
）
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が
あ
る
。
他
方
、
普
通
決
議
で
よ
い
と
す
る
こ
と
に
懸
念
を
示
す
見

解
︵
白
井
正
和
「
近
時
の
裁
判
例
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛
策
の
有
効

性
に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
」
民
商
法
雑
誌
一
五
八
巻
二
号
︵
令

和
四
年
）
三
一
六
頁
）
は
、
防
衛
策
発
動
は
本
来
で
あ
れ
ば
株
主
に

認
め
ら
れ
た
は
ず
の
株
式
売
却
機
会
を
奪
い
、
あ
る
い
は
株
主
平
等

原
則
︵
の
趣
旨
）
に
反
す
る
事
態
が
生
じ
う
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

会
社
法
上
特
別
決
議
が
要
求
さ
れ
る
場
面
と
同
程
度
に
重
要
な
意
思

決
定
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
困
難
な
問
題
を
含
む
が
、
普

通
決
議
で
足
り
る
と
解
す
る
と
し
て
も
、
後
者
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
多
数
の
株
主
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
、
会
議
成
立
の
た
め
の
定
足
数
に
つ
い
て
も
十
分

な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
場
会
社
の
多
く
は
、

定
款
に
よ
り
定
足
数
を
排
除
︵
会
社
法
三
〇
九
条
一
項
参
照
）
し
た

り
、
緩
和
︵
同
条
二
項
、
二
〇
六
条
の
二
第
五
項
な
ど
参
照
）
し
た

り
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
勧
告
的
決
議
に
も
そ
う
し
た
定

款
規
定
の
適
用
︵
類
推
適
用
）
が
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
説
明

は
難
し
い
で
あ
ろ
う
︵
例
え
ば
、
役
員
選
任
決
議
に
つ
い
て
定
足
数

緩
和
を
定
款
上
定
め
て
い
た
と
し
て
も
、
勧
告
的
決
議
に
当
然
に
は

及
ば
な
い
。
逆
に
、
定
款
で
加
重
さ
れ
て
い
る
決
議
要
件
・
定
足
数

に
つ
い
て
も
同
様
に
及
ば
な
い
）。
勧
告
的
決
議
に
、
定
款
に
よ
る

定
足
数
規
定
が
適
用
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
会
社
法
が
定
め
る
原
則

と
し
て
の
定
足
数
︵
会
社
法
三
〇
九
条
一
項
二
項
）
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
件
に
お
い
て
は
、
同
じ
株
主
総
会

で
、
取
締
役
選
任
議
案
が
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株

主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以
上
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
た
場
に
お

い
て
過
半
数
の
賛
成
で
可
決
し
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
定
款

で
定
足
数
を
緩
和
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
本
件
決
議
も
こ

の
水
準
の
定
足
数
は
充
た
し
て
い
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
が
、
決
議
要

件
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
定
足
数
に
つ
い
て
も
留
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

三　

株
主
平
等
原
則
適
合
性
と
不
公
正
性
と
が
問
題
と
さ
れ
た
本
件

新
株
予
約
権
無
償
割
当
て
に
つ
い
て
、
本
決
定
お
よ
び
原
決
定
が
、

不
公
正
該
当
性
を
先
に
検
討
し
、
平
等
原
則
に
つ
い
て
の
判
断
を
後

回
し
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
が
あ
る
︵
太
田
・
前
掲
四
一
頁
四

七
頁
）。
確
か
に
、
株
主
平
等
原
則
適
合
性
違
反
が
あ
れ
ば
、
問
題

の
会
社
行
為
は
違
法
と
な
り
、
不
公
正
性
を
問
題
と
す
る
ま
で
も
な

い
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
た
だ
、
本
件
で
は
、
結
論
と
し
て
差
止
め

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
検
討
順
序
の
問
題
は
さ
ほ
ど
問
題
と

す
る
に
は
及
ば
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
主
要
目
的
ル
ー
ル

を
ベ
ー
ス
と
し
た
判
断
枠
組
み
を
採
用
し
た
こ
と
︵
太
田
・
前
掲
四

三
頁
、
村
田
・
前
掲
八
四
頁
、
武
田
典
浩
「
判
批
」
税
理
六
五
巻
一

一
号
︵
令
和
四
年
）
二
四
八
頁
）、
お
よ
び
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ
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て
、
主
要
目
的
を
公
開
買
付
け
の
是
非
を
株
主
に
判
断
さ
せ
る
機
会

の
確
保
と
し
た
こ
と
に
も
批
判
が
あ
る
︵
村
田
・
前
掲
八
四
頁
）。

確
か
に
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
事
件
の
東
京
地
裁
〔
前
掲
最
決
の

原
々
審
〕
決
定
︵
平
成
一
九
年
六
月
二
八
日
・
別
冊
商
事
法
務
三
一

一
号
二
四
三
頁
）
は
、
株
主
総
会
決
議
に
基
づ
く
新
株
予
約
権
無
償

割
当
て
の
判
断
に
は
、
取
締
役
会
権
限
で
な
さ
れ
る
場
合
の
法
理
は

妥
当
し
な
い
と
し
て
い
た
︵
同
二
五
三
～
二
五
四
頁
）。
ま
た
、

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
事
件
東
京
高
裁
決
定
︵
平
成
一
七
年
三
月
二
三
日
・

判
例
時
報
一
八
九
九
号
五
六
頁
）
は
、
主
要
目
的
は
現
経
営
者
の
支

配
権
維
持
・
確
保
に
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
発
行
を
正
当
化
す
る
特

段
の
事
情
︵
濫
用
的
買
収
者
該
当
性
）
の
有
無
を
判
断
し
う
る
と
し

た
も
の
で
、
特
段
の
事
情
の
判
断
は
主
要
目
的
の
秤
の
埒
外
で
行
う

こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
決
定
の
主
要
目
的

の
認
定
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
事
件
決
定
に
お
け
る
も
の
と
は
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
・
東
京
高
決
令
和
三
年
四
月
二
三
日

も
、
株
主
が
判
断
す
る
機
会
の
確
保
を
「
主
要
目
的
の
判
断
に
取
り

込
む
」︵
尾
崎
悠
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
七
〇
号
︵
令
和
四

年
）
八
五
頁
）
か
の
よ
う
な
説
示
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
学
説
に

も
、「
経
営
支
配
権
争
い
に
つ
い
て
株
主
が
適
切
に
判
断
す
る
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
」︵
田
中
・
前
掲
一
〇
頁
〔
取
締

役
会
限
り
の
決
定
で
行
う
場
合
に
つ
い
て
〕）
と
す
る
こ
と
で
不
公

正
該
当
性
を
否
定
で
き
る
と
の
解
釈
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
が

あ
る
。
防
衛
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
深
化
に
よ
っ
て
主
要
目
的
ル
ー
ル

の
運
用
が
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︵
文
脈
は
異

な
る
が
、
松
中
学
「
主
要
目
的
ル
ー
ル
の
検
討
︵
二
・
完
）」
阪
大

法
学
五
八
巻
一
号
︵
平
成
二
〇
年
）
九
二
頁
は
、
主
要
目
的
ル
ー
ル

が
政
策
判
断
回
避
に
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
説
明
す
る
な
か
で
、
会

社
防
衛
を
正
当
目
的
に
含
め
る
こ
と
も
、
反
対
に
、
濫
用
的
買
収
を

例
外
と
す
る
こ
と
も
「
論
理
的
に
」
不
可
能
で
な
い
と
し
て
い
た
）。

【
付
記
】　

経
済
産
業
省
は
、
本
年
一
一
月
一
八
日
、「
公
正
な
買
収

の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
の
立
上
げ
を
発
表
し
た
。

　
　

本
稿
は
、
令
和
四
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究

助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

杉
田
　
貴
洋


